
１．はじめに

　紙屋町・八丁堀など、「広島市中心部」の買い物

客吸引力低下に歯止めがかからない。買回り品１７

品目のうち１５品目が前回調査に比べ低下、特にこ

れまで吸引力の強かった「衣料品」にもかげりが

みえるなど、「広島市中心部」の買い物客吸引力の

凋落ぶりを示す結果が、「広島県商圏調査」で明ら

かになった。調査担当機関として、私見を交えな

がら紹介したい。ポイントは次の３点である。

　�　「広島市中心部」の吸引力は３調査期間連

続して低下した。

　�　「広島市中心部」は、買回品１７品目中１５品

目の吸引率を前回調査比低下させている。特

にこれまで吸引率の高かった「繊維・衣料」

「身の回り品」についても吸引率が低下した。

　�　「広島市中心部」に隣接し人口数の多い府

中町、佐伯区地区、祇園地区、高陽地区、廿

日市市及び東広島市から「広島市中心部」へ

の流出率が低下した。

２．商圏とは

　正確にいえば小売商圏のことで、大型店・商店

街等の商業集積が消費者を吸引する範囲のことを

いう。消費者の買物行動圏でもある。

　広島県内の商圏は、広島市を中心とする「超広

域型商圏の広島商圏」、福山市を中心とする「広域

型商圏の福山商圏」、呉市を中心とする「準広域型

商圏の呉商圏」、三次市を中心とする「準広域型の

三次商圏」、東広島市を中心とする「準広域型の東

広島商圏」、　及び１２の地域型商圏、　１４の地区型商圏

に分類される（表１）。

　商圏は様々な要因で形成されるが次の要因が大

きい。

�商業集積…広島市中心部をみればよくわかる。

百貨店・専門店が集中的に立地すると、各種商

品の品揃えが充実し、消費者は楽しみながら買

回りができる。商業集積が高まれば、広範囲か

ら消費者を集客することになる。

�交通要因…��・バス・電車等の公共交通機関、

高速道路・一般道路のアクセス、駐車場のキャ

パシティが充実すれば、買物に便利になる。

�商業集積以外の集積要因…私たちは買物だけで

生活するわけではない。働き・学び・憩うこと

も大切だ。オフィス・学校・憩い楽しむ施設が

充実すれば人は集まってくる。

　この調査は県内約２万人を対象とした大規模な

ものであるが、どんなことに役立つのか。

　「広島県商圏調査報告書」の後半部分には、調

査単位の市町村ごとに、縦軸に２６品目、横軸にそ

れらの品目が通常どこで購入されるのか、詳細な

一覧表が掲載されており、小売業者のマーケティ

ング戦略立案の基本的な資料になる。

　次のような見方もできる。ここ２～３年県内で

は多くの市町村合併が行われた。これを詳細にみ

ると同一商圏における市町村合併の組み合わせは

比較的すんなりと合併に至った。ところが商圏が

異なる合併の組み合わせの場合紆余曲折を経て結

論に達するなど、商圏と行政区分には密接な関連

がある。

　このように「商圏調査報告書」は様々な活用方

法がある。
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３．主要な商圏の概要

「超広域型商圏」
・広島商圏の中心市町村である「広島市中心部」

は、高度な商業集積、都市基盤の充実等により

吸引力は強大で商圏内市町村は５２（前回調査５３）、

商圏内人口は約１７２万人（前回調査約１７０万人）。

・「広島市中心部」の吸引力が強力であると同時

に、広島市周辺部の地域型・地区型商圏も魅力

を高めており、それらが相互に影響し合いなが
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表１　商圏の構成



ら、超広域型商圏が形成されている。

・「広島市中心部」の吸引率は平成６年２６．８％、

平成９年２１．９％、平成１２年２０．８％、平成１５年

１８．４％と年々低下している。吸引上位１０市町村

のうち、７市町村が前回調査に比べ「広島市中

心部」への買物流出率が低下している。代表的

な買物増加先は、佐伯区はアルパーク、府中町

や坂町、祇園地区は八木地区の大型店などであ

る。また、品目別にみると、１７品目のうち１５品

目の吸引率が低下している。中心部が強かった

「繊維・衣料品」「身の回り品」も低下した。

・品目別の吸引率をみると、「繊維衣料品」「身の

回り品」が高く、「耐久消費財」「文化品」が低い。

・方面別推計吸引人口をみると、北方面（安古市

地区、高陽地区、祇園地区等）及び東方面（府

中町、東広島市、安芸地区等）に強く、西方面

（佐伯区、廿日市市、大野町等）に弱い。

・「広島市中心部の拠点別」吸引率をみると、「広

島駅前・段原」地区が上昇している。

「広域型商圏」
・福山商圏の商圏内市町村は、前回調査比３町増

加し２１市町村となった。

・「福山市」の周辺部からの買回品吸引率は、前

回比８．９ポイント増加し、２８．０％となった。

・福山市民の買回品地元購入率は９６．１％と高い。

買回品購入場所は、商店街・専門店が４２％、大

型スーパーが２５％と前回調査と大きな変化はな

いが、百貨店が５ポイント低下した。

「準広域型商圏」
・呉商圏は、商圏域を７市町村から１０市町村へ拡

大させたが、商圏の広域化等に伴って品目別吸

引率は１１ポイント低下した。

・三次商圏は、今回調査で庄原市を商圏域とした

ことから準広域型商圏を形成した。商圏内市町

村は１市町村増加し１５となった。三次市及び庄

原市は今回調査で広島商圏に含まれることに

なった。

・東広島商圏は、東広島市への買回品流出率が

２０％超の町が５町となり「準広域型商圏」と

なった。東広島市の商業集積が高まっているこ

とから、周辺市町村から吸引力を強めている。

（図１）。
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４．「広島市中心部」の吸引率

　「広島市中心部」は県北の三次市、庄原市も商

圏にするなど吸引力は強力であるが、周辺部には

様々な大型店が出店するなど魅力を高めており、

吸引率は平成６年２６．８％、平成９年２１．９％、平成

１２年２０．８％、平成１５年１８．４％と年々低下している。

ここでは「広島市中心部」の現状について、品目

別、方面別にみてみよう。

�　広島市中心部の品目別吸引率
・買回品計の吸引率は１８．４％である（表２）。すな

わち広島商圏内ではほぼ５人に１人が買回品を

「広島市中心部」で購入していると推定される。

・１７品目のうち１５品目の吸引率が低下した。中心

部が強かった「繊維・衣料品」「身の回り品」も

低下している。

・品目別吸引率の推移をみると（表２）、前回調査
と比較し低下幅が大きいものは、「紳士服・服

地」が３４．９％から２８．４％へ６．５％ポイント、「カ

バン・袋物」が４１．５％から３６．４％へ５．１％ポイン

ト、「婦人・子供服・服地」が３１．６％から２７．０％

へ４．６ポイントそれぞれ低下した。なお、今回調

査で最も吸引率の高い品目は、「カバン・袋物」

３６．４％、続いて「呉服・反物」３３．７％、「紳士

服・服地」２８．４％となっている。

・「広島市中心部」がかつて強味を持っていた「婦

人・子供服・服地」が今回調査で３０％を割り

２７．０％に、「カバン・袋物」も４０％を割り３６．４％

となった。

・「家庭用電気器具」は郊外のロードサイド大型

店で購入する商品となっており、今回調査で吸

引率は１０％を割り９．３％となった。「書籍・文

具」は前回調査以降、広島市内の老舗書店２店

が閉店したように吸引率は１２．２％まで下落した。

・前回調査に比べ増加した品目は１７品目中２品目

にとどまり、いずれも微増である。「自転車・子

供乗物」が４．６％から６．２％へ１．６ポイント、「玩

具・娯楽品」が１２．９％から１３．１％へ０．２ポイント

それぞれわずかに増加した。
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�　「広島市中心部」の方面別、品目別吸引率の推
移
　「広島市中心部」はどの方面からどの程度吸引し

ているのか、それを品目別にどんな特徴があるの

か検討してみよう（表３、表４）。

　東西南北すべての方面が、前回調査に比べ吸引
率が低下している。
　東方面（府中町、東広島市等）に強く、西方面
（佐伯区、廿日市市等）に弱い。
・東方面からの吸引率は前回調査に比べ２．０ポイ

ント低下し、２３．１％となった。四方面で最も吸

引率の高い地域である。

　品目別吸引率（東方面からの流出率）をみると、

１７品目のうち１６品目の吸引率が低下した。特に

「繊維・衣料」２．６ポイント、「文化品」２．１ポイン

トそれぞれ低下したのが目立った。吸引率の最も

高い品目は「カバン・袋物」の４３．２％である。

・西方面からの吸引率は前回調査に比べ３．０ポイ

ント低下し、１５．２％となった。四方面の中では

最も低下幅が大きかった。「繊維・衣料」４．５ポ

イント、「身の回り品」３．４ポイントそれぞれ減

少したのが目立つ。品目別にみると、「婦人・子

供服・服地」、「カバン・袋物」の吸引率（西方

面からの流出率）が他方面に比べ低い。

・南方面（音戸町、安浦町、大崎町等）からの吸

引率は前回調査に比べ０．５ポイント低下し、

１５．１％となり、他方面に比べ低下は小幅にとど

まった。

　品目別にみると、「婦人・子供服・服地」、「呉

服・反物」、「シャツ・下着・その他衣料」、「化粧
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表３　広島市中心部の方面別・品目別吸引率推移�

  

                  
              
              

         
     

                  
              
              

                  
              

         
     

              
                  

         
              

                  

表２　広島市中心部の品目別吸引率

「広島市中心部」への流出率１０�％以上の市町村についての数値

「広島市中心部」への流出率１０�％以上の市町村についての数値



品・小間物」、「書籍・文具」が微増した。

・北方面（安古市地区、三次市、加計町等）から

の吸引率は前回調査に比べ２．２ポイント低下し、

１７．５％となった。平成９年以降吸引率は６．４ポ

イント低下しており、他方面（西方面２．６ポイン

ト低下、南方面２．５ポイント低下、東方面１．０ポ

イント低下）に比べ落ち込みが大きい。

　品目別にみると、「シャツ・下着・その他衣料」、

「家庭用電気器具」、「自転車・子供乗物」の吸引

率が微増したものの他品目は低下した。吸引率の

低下が著しい品目は、「紳士服・服地」が３４．２％か

ら２５．９％へ８．３ポイント、「カバン・袋物」が

４３．４％から３６．８％へ６．６ポイント、「婦人・子供

服・服地」が３１．８％から２６．２％へ５．６ポイントそれ

ぞれ低下した。

５．「広島市中心部拠点別」の吸引率

　以下の調査は、次の条件で実施されたものであ

る。�調査市町村は、東方面６、西方面１、北方

面８、南方面未実施　�紙屋町と八丁堀を同一拠

点としてとらえる。結果は表５のとおりである。

　紙屋町・八丁堀地区は東方面の吸引率が２０．７％

と最も高く、続いて北方面１３．１％、西方面９．８％

となっている。この地区の品目別吸引率をみると、

「カバン・袋物」、「クツ・履物」、「婦人・子供服・
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表４　広島市中心部の方面別・品目別吸引率推移�

「広島市中心部」への流出率１０�％以上の市町村についての数値

        

                
                 

   
         

                   
                

 
                

       
                 

                  

                
                

  

表５　広島市中心部拠点別の方面別・品目別吸引率

「広島市中心部」を「紙屋町・八丁堀」「広島駅前・段原」「その他中心部」
の３拠点に区分した市町村についての数値



服地」、「紳士服・服地」が高い。これらの品目は

特に東方面の吸引率が高い。吸引率の低い品目は、

「自転車・子供乗物」、「家庭用電気器具」、「家

具・敷物」などである。

　広島駅前・段原地区の吸引率は前回調査に比べ、

東方面４．９ポイント、北方面０．８ポイント、西方面

０．４ポイントとそれぞれ増加した。

６．広島市中心部の吸引先上位市町村

　広島市中心部は、５２市町村（表６　注２、買回

品流出率１０％以上）から買物客を吸引している。

人口に買回品流出率を乗じて買回品買物客の推計

吸引人口、構成比及び累積構成比をみると表６の

ようになる。吸引人口の最も多いのが府中町で

１８，４５８人、商圏内推計吸引人口の７．１％を占める。

続いて佐伯区（五日市町）１７，８７５人、安古市地区

（安古市町）１５，８７０人等、広島市周辺の人口の多

い市町村で占められている。５２市町村のうち、上

位１０市町村で推計吸引人口の過半をこえる５３．１％、

同じく２０市町村で７０．８％を占めている。前回調査

では、上位１８市町村で吸引人口の８１．０％を占めて

いたが、今回調査では、上記のように上位市町村

からの吸引率を低下させている。

　「広島市中心部」の方面別吸引人口（商圏内５２

市町村）をみると、安古市地区、祇園地区、高陽

地区など北方面が最も多く８３，８５２人、続いて府中

町、東広島市など東方面８０，４７６人、佐伯区、廿日

市市など西方面４３，０９７人、音戸町、江田島町など

南方面１３，１３３人となっている。

７．吸引力を強める広島市近郊のＳＣ

　安佐南区祇園、佐伯区、府中町、廿日市市、安

佐北区高陽から、「広島市中心部」への買物客の

流入が減少した。前回調査比、祇園が２６．４％から
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表６　広島市中心部の吸引人口の上位市町村

　　注１　「広島市中心分」への流出率１０％以上の上位市町村についての数値
　　注２　「この調査は、商工会議所及び商工会単位で実施されており、行政区分
　　　　とは一致しない。調査単位を市町村と呼ぶ。



１８．２％へ８．２ポイント減、佐伯区が１９．１％から

１４．１％へ５．０ポイント減、など目立った減少をみ

せた。

　上記地区では、広島市近郊ＳＣに流出が増加し

ており、前回調査比祇園で７．３ポイント、佐伯区

で５．１ポイント、府中町で４．１ポイントそれぞれ増

加した。「広島市中心部」が吸引する上位１０地区す

べてにおいて、　広島市近郊ＳＣに流出率の増加が目

立っており、　今回調査の特徴の１つとなっている。

８．広島商圏における買物流出先別の買物先
選択理由

　広島商圏で特徴的なのは、他の商圏に比べて
「値段が安いから」（５．２％）が圧倒的に低く、「品

物が良いから」（１５．５％）が高い。つまり、この商

圏の消費者は、価格よりも品物の質を求めて広島

市へ流入しており、低価格の商品や付加価値の低

い商品は近場のロードサイド店やショッピングセ

ンターで買い回り、高付加価値の商品を広島市で

求める傾向にあると思われる（表７）。

　また、広島商圏内市町村の選択理由の相関分析

をすると、「楽しく買い物ができる」の割合と

「サービスが良いから」の割合が正の相関を示す。

（相関係数０．７０６）これは広島市における多様な商

業集積が、消費者にとってアミューズメント効果

をもたらしていることの表れであろう（表８）。

９．広島市中心部拠点別・品目別の買物先選
択理由

　今回の調査で、買物流出先について広島市中心

部を３拠点（紙屋町・八丁堀、広島駅前・段原、

その他中心部）に区分した市町村を対象として、

買回品の品目別に各拠点が買物先として支持され

る理由を集計したのが表９である。

　各拠点における品目別の吸引率を比較すると、

ファッション性の強い「紳士服・服地」、「婦人・

子供服・服地」、「かばん・袋物」、「化粧品・小間

物」は他の品目に比べ「紙屋町・八丁堀」が高い

数値を示している。

　次に、拠点ごとに買物先選択理由をみてみる。

紙屋町・八丁堀地区では、他の地区に比べて「品

物が豊富だから」（９品目中８品目）、「品物が良い

から」（９品目中６品目）が高く、広島市中心部に

おける品揃えや信頼感の優位性がみられる。

　広島駅前・段原地区で特徴的なのは、「値段が

安いから」（９品目中５品目）と「家や通勤場所に

近いから」（９品目中５品目）で、「婦人・子供服・

服地」、「カバン・袋物」、「家具・敷物」の数値が

目立っている。当地区は交通手段が比較的便利で

あるという環境条件もあり、近年大型量販店を中

心とする店舗集積における低価格でファッション

性のある品物を中心に消費者の支持が定着しつつ

ある。

　その他の中心部では、「サービスが良いから」

（９品目中５品目）、「楽しく買物ができるから」

（９品目中４品目）、「駐車場があるから」（９品目

中７品目）が目立っており、広い駐車スペースを

確保し良質なサービスとアミューズメント性を消

費者に提供するという戦略がみてとれる。

１０．提　　言

�　「個店」の魅力づくり
　中心部が再浮上するには「中心部の活性化」と

いう抽象的な課題ではなく、中心部に立地する

個々の企業（百貨店・商店等）が魅力ある店づく

りをどのように構築するかにかかっている。かつ

て売り手はプロで、買い手はアマであった。今は

どうだろうか、うっかりすると買い手がプロ、売

り手がアマになってはいないか。消費者は常に進

化し続けており、消費者の選択眼が洗練されるこ

とは、新たなビジネスチャンス到来でもある。

�　ニュービジネスの創出
　最近の家計調査報告（総務省統計局）を見ると、

家計支出における消費財への支出が頭打ちである

のに対してサービスへの支出が伸びている。もち

ろん、不況下における消費財の買い控え現象もあ

るが、一方で消費者が「物」の満足から「サービ

ス」の満足を追及する姿勢変化を示していると推

察される。従って、広島市中心部商業地への吸引

力を高めるためには、物販業の充実もさることな

がら、都市型生活関連売サービス業の集積も重要

となってくるであろう。さらに、このようなサー

ビス業がニュービジネスとして広島市中心部では

創業機会があり有望であろう。
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表８　広島商圏における買物先選択理由の相関

　

             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             

表７　買物流出先別にみた買物先選択理由―買回品平均―



注（１）　本報告は「平成１５年広島県商圏調査結果
報告書」（広島県商工労働部）の一部要約と

して発表するものである。この調査は財団法

人広島地域社会研究センターが受託し主担

当者増岡洋と田渡雅敏が今回発表する。調

査のフルペーパーは下記広島県のホーム

ページにて閲覧可能である。
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表９　広島市中心部拠点別・品目別にみた買物先選択理由

 


